
C011 バイオマスに含まれるリグニンの微細構造の解析とリグニン分解酵素の探索

ソルガムbmr変異株 － モノリグノール生合成系酵素遺伝子に変異導入された株
→ リグニン化学構造の変化 → 細胞壁の消化性の上昇

bmr6 － CAD（フェノールアルデヒドのフェノールアルコールへの転換を行う酵素）活性減少
bmr18 － COMT（リグニンモノマー芳香核の水酸基をメチル化する酵素）活性の減少

目的：
野生株とbmr変異株のリグニン構造の差異を明らかにすることを目的とした。

結果：

結論：
野生型ソルガムとbmrのリグニン構造に関して，芳香核構造に差異が
観察された。特に，bmr18系統の株においては芳香環3位と4位に水酸
基を保持する芳香核構造が検出された。また，側鎖構造も両者の株
の間には差異が観察された。

ニトロベンゼン酸化法による芳香核構造の解析
H:ヒドロキシフェニル核
G:グワイアシル核
S:シリンギル核

→芳香核構造に変化が観察された

NMRスペクトル解析による側鎖構造の解析
→側鎖構造に変化が観察された

bmr18系統 非bmr株

過マンガン酸カリ酸化法によるリグニン構造の解析
→bmr18系統の株で芳香環3位と4位に水酸基を
保持する芳香核構造が観察された
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